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KLAは、米国海外腐敗行為防止法（U.S. Foreign Corrupt Practices Act [FCPA]）、
英国賄賂防止法（U.K. Bribery Act [UKBA]）、イスラエル刑法、その他のKLAがビジ
ネスを行う国や地域の贈収賄防止法および腐敗防止法を含む、適用されるすべて
の贈収賄防止法および腐敗防止法を遵守し、すべての取引を帳簿および記録に正
確かつ公正に反映することを徹底しながら、正直かつ誠実にビジネスを行うことを
誓います。

KLAでは、KLAと取引を行う、またはKLAに代わって業務を行うすべての第三者（以
下、総称して「第三者」といいます）に対しても、適用されるすべての贈収賄および腐
敗防止関連法を遵守することを求めています。つまり、第三者は決して賄賂、リベー
ト、その他の違法な支払い、または支払いの申し出、約束、許可、承認、要求、受け入
れをしてはならず、いかなる種類の腐敗行為にも関与したり、それを助長したりして
はなりません。ここでいう禁止行為には、裁量権のない日常的な政府当局の手続き
を円滑化または迅速化させるために政府関係者に金銭を支払うことも含まれます。

先に記述した内容に限定することなく、第三者は世界中のいかなる場所において
も、事業を獲得あるいは維持するため、あるいは不適切な優位性を保証してもらう
ために、いかなる第三者に対しても直接間接（すなわち第三者を通じてあるいは媒
介して）を問わず、不正に、あるいは不適切に、支払いを実行、約束、許可、承認ある
いは申し出てはならず、またいかなる価値の提供も行ってはなりません。

さらに、第三者は、非倫理的な事業慣行および腐敗防止に関して適用される法的
要件に違反する可能性がある事態を防止・検知するための適切な方針および手続
きを採用しているか、またはすでに確立していることが期待されます。

1.	贈収賄および腐敗防止に関するKLAの立場
と第三者への期待
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賄賂とは、事業を獲得または維持するため、あるいは不当な利益を得るために提
供される「価値のあるもの」を指します。つまり、影響を与えようとしている相手にと
って価値のあるもの（商業的価値の有無を問いません）であれば、支払い、贈答品、
約束、便宜供与、その他の利益のいずれも、賄賂とみなされる可能性があります。�
その価値のあるものが、KLAの関係者によって提供されるか、第三者のビジネスパー
トナーによって提供されるかは問いません。相手が賄賂や利益を受け取ったかどう
かにかかわらず、単に賄賂を申し出るだけでも違法となる可能性があります。

贈収賄および腐敗防止法違反の取締りには、以下に示すさまざまな形態の賄賂が
含まれます。

	� 金銭の支払い

	� 高額な贈答品、食事、接待、または旅行

	� 慈善寄付

	� �雇用上の便宜を図ること（例えば、新規事業の獲得および既存事業の継続に必要
な便宜を図るのと引き換えに、政府関係者の友人や親族を雇用するといった行為）

すべての第三者は、自社のリソースの使途およびKLAの事業に関わるあらゆる取引
について、正確に詳細を記載し、公正に反映した帳簿および記録を保管しなければ
なりません。すべての取引は、当該第三者の経営陣による承認に従って実行される
べきであり、当該第三者は帳簿外勘定を保有したり、承認されていない支払いを行
ったりしてはなりません。

2.	賄賂とは？

3.	賄賂の形態

4.	正確かつ完全な帳簿および記録、内部会
計管理



非機密 | 制限なし 第三者向け贈収賄および腐敗防止ポリシー 
著作権©2010、2014、2019 – 2026 KLA Corporation. All Rights Reserved.

KLAは、倫理およびコンプライアンス（法令遵守）に関する義務を真摯に受け止めて
います。本ポリシーへの違反が疑われる事案については、徹底的に調査が行われま
す。違反が立証された場合、KLAは当該第三者との取引関係を終了させるほか、そ
の他の法的措置が講じられる可能性があります。

第三者は、KLAの「EthicsPoint」を通じて、違反の疑いがある事案を報告し、倫理お
よびコンプライアンスに関する懸念を表明することが推奨されます。EthicsPointは、
第三者機関が運営する機密性の高いオンライン報告ツールであり、希望に応じて
匿名での報告も可能です：kla.ethicspoint.com

また、第三者はKLAの倫理・法務コンプライアンス部門に電子メールで連絡するこ
ともできます：corporate.compliance@kla.com

KLAは、KLAのポリシーや適用される法令違反の疑義について善意で報告した人
物、または調査に参加した人物に対する報復を許容しません。

5.	違反

6.	倫理上および関連する懸念事項の報告

http://kla.ethicspoint.com
mailto:corporate.compliance%40kla.com?subject=

